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ブレインテック市場とは何か

• 脳と技術を組み合わせた分野

• 医療やヘルスケアに応用(認知症, てんかんなど)

• 自動車などの非医療分野にも応用(眠気など)

• 市場規模は25兆円程度と予測(日本総研2022)

• 日常環境に近い状態での脳情報計測が課題
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市場にはどんな脳計測機器があるか

• 頭部装着や耳穴装着のものがある

• 日常環境で使いづらい

• 精度が低い場合があり医学的知見が応用しにくい
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耳の裏側で測れる脳波センサ

• 耳裏に貼るだけ

• ひとりで貼れる

• 耳裏なら目立たない

• 髪が邪魔にならない

• 日常生活に支障ない

特許出願中 2023-135002
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脳波センサと脳波計測部の接続方法

検出信号処理部 演算処理部 脳波計測部の接続例

試作した脳波計測部
200

脳波センサー(左)

脳波センサー(右)
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頭部脳波計測と耳裏脳波計測の違い

左耳裏の計測部位 右耳裏の計測部位

一般的な頭部の計測部位
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医療用脳波計でα波の特性を検証

一般的な
頭部のα波計測

提案する
耳裏のα波計測

↑ α波強い↑ α波強い

特性は同程度
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医療用脳波計で複数の周波数特性を検証

●=●/△比

●刺激あり
△刺激なし

※SSVEP:光点滅刺激に対する脳の反応。刺激周波数と同じ応答周波数が観察される

↑良好

一般的な
頭部のSSVEP※計測

●=●/△比

●刺激あり
△刺激なし

↑良好

特性は同程度

提案する
耳裏のSSVEP※計測
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複数の周波数で脳とコンピュータが繋がる

●=●/△比

●刺激あり
△刺激なし

↑良好

※SSVEP:光点滅刺激に対する脳の反応。刺激周波数と同じ応答周波数が観察される

11.0Hz, 11.1Hz, 11.2Hz・・・, 15.9Hzと
50個の点滅への注視を脳波から識別できる

例えば人間が11.0Hzの点滅を注視すると

コンピュータは11.0Hzの点滅
を人間が見たと識別できる
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耳裏脳波+SSVEP=福祉機器

耳裏の脳波計測
ケーブル・送信機も組み込み可能

50通りの点滅刺激装置

見ている点滅はどれか脳波周波数から分かるので意思が確認できる
失語症, ALS, 認知症などの対話支援に役立つ

※SSVEP:光点滅刺激に対する脳の反応。刺激周波数と応答脳波の周波数が同じ
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資料１：ヒューマンインタフェース学会シンポジウム2023発表ポスター
新技術説明会のスライドの学術的な説明が書かれています
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資料2：新技術説明会の内容に関する公表論文と受賞

優秀プレゼンテーション賞Best Student Paper Award
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実用化に向けた課題

• 現在、周波数応答の解析法であるＣＣＡ法
またはＴＲＣＡ法との組み合わせの有効性
は確認済み。例えばα波や特定の周波数の応
答は検出できる。しかし、計測できる応答
は医療用脳波計に比べると限られる。

• 実用化に向けて、この脳波センサーの性能
範囲と脳ヘルスケアの需要のマッチングを
行う必要がある。
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企業への期待

• 未解決の脳波計測の性能限界については、
脳波計測部の信号処理技術の向上により克
服できると考えている。

• 生体アンプの開発技術を持つ、企業との共
同研究を希望。

• また、脳ヘルスケアのサービス事業展開を
考えている企業には、本技術の導入が有効
と思われる。
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企業への貢献、PRポイント

• 本技術はセンサー形状の変更が可能なため、
デザインやサービス需要に応じて変形・組
み込み化することでより企業に貢献できる
と考えている。

• 本技術の導入にあたり必要な追加実験を行
うことで科学的な裏付けを行うことが可能。

• 本格導入にあたっての技術指導等
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本技術に関する知的財産権

• 発明の名称 ：脳波計測装置

• 出願番号 ：特願2023-135002

• 出願人 ：工学院大学

• 発明者 ：田中久弥、近藤蒼大
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産学連携の経歴

• 2016年-2023年 東京医科大学と共同研究実施

• 2022年- 科学研究費助成事業基盤Cに採択

• 2023年- フォービス社と共同研究実施

• 2023年 マイソフト社に電極試作委託

• 2024年- JST特別研究員事業に採択(近藤蒼大)
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まとめ

• 耳の裏側で脳波計測できるセンサを開発した

• 装着が簡単、目立たず、耳穴をふさがない

• 周波数特性は一般的な脳波計測と同程度である

• 福祉応用も可能である

特許出願中 2023-135002
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お問い合わせ先

工学院大学

総合企画部 研究推進課

ＴＥＬ ０３－３３４０ － ３４４０

e-mail sangaku@sc.kogakuin.ac.jp


